
 

島しょの情報（11島の医療機関からの報告） ≪第12週 (3/17～3/23 )≫  

・インフルエンザの医療機関あたりの報告数は、0.00で前週（0.18）より減少しています。 

・新型コロナウイルス感染症の医療機関あたりの報告数は、1.36で前週(0.82)より増加しています。 

前回に続き、「日本の結核の感染状況」と「結核について」です。 

感 染 症 週 報 

 
（三宅管内感染症発生動向調査報告） 

（三宅管内感染症発生動向調査より集計） 

令和 7（2025)年 第 12週 ( 3/17 ～ 3/23 ) 

 ) 三宅島  新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）：１件 

御蔵島  感染症の報告はありません 

 

≪編集・発行≫ 東京都島しょ保健所 三宅出張所  
電話 04994-2-0181  FAX04994-2-1009 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/ 

参考：結核に注意！古くて新しい感染症（政府広報オンライン）、結核（東京都感染情報センター） 

結核に注意！古くて新しい感染症 
 （政府広報オンライン) 

結核 
 （東京都感染情報センター) 

東京都の注目される定点把握対象疾患  ≪ 東京都感染症週報 第11週 ≫ 

・インフルエンザの定点当たり報告数は、2.07で前週（1.84）より増加、今後の動向に注意が必要です。  

・感染性胃腸炎の定点当たり報告数は、12.59で前週（12.71）より微減、今後の動向に注意が必要です。 

肺結核で亡くなった偉人 

樋口 一葉 

沖田 総司 

石川 啄木 

正岡 子規 

高杉 晋作 

滝 廉太郎 

高村 光太郎 

宮沢 賢治 

など 

結核は、昭和 20年代まで日本人の死亡原因第 1位で、「不治の病」「亡国の病」などと呼

ばれていました。戦後、抗生物質の普及や、BCG ワクチンの接種、生活水準の向上などによ

って、死亡者は激減しました。近年は、結核患者の減少とともに結核への関心が薄れ、予防

に対する意識低下が懸念されています。そのため、結核を発症しても気づかずに、受診が遅

れるケースが少なくありません。毎年約 10,000人が新たに結核を発症し、1,500人以上が

結核で亡くなっています。 

感染経路：病原体は結核菌です。結核を発病して排菌している人が咳やくしゃみをした時

に、結核菌を含んだ飛沫（しぶき）が周囲に飛び散り、その周りの水分が蒸発した状態（飛沫

核）で空気中に漂い、それを吸い込むことによって感染します（飛沫核感染＝空気感染）。 

症状：潜伏期間は、一般的に半年から 2年（小児ではやや短い）で、咳・痰・微熱などの症状が現れ、時に血痰、

食欲低下、体重減少などがみられるようになります。症状が現れにくい高齢者では、食欲低下や体重減少が主な

サインとなる場合もあります。治療せずに症状がすすむと、肺の病変が拡大して呼吸困難に陥ることがあります。

また骨や腸管、腎臓など肺以外の臓器にも病巣を作ることがあります。 

「感染」と「発病」の違い：「感染」とは、吸い込んだ結核菌が肺に定着している状態です。結核菌が体内にあって

も、特に悪い影響を与えておらず、人への感染性もありません。感染した人が実際に発病するのは、1割から 2割

程度で、感染してから 6 ヵ月から 2 年後くらいまでの間に発病することが多いです。免疫力の低下や体力が落ち

たときに発病することもありますが、一生発病しない方もいます。 

 「発病」とは、結核菌が体内で増えて病気を引き起こしている状態で、発病の初期は、咳や痰の中に結核菌が出

ませんが、病状の進行に伴い、咳や痰の中に結核菌が排菌され、排菌量が増えると他の人にも感染させるように

なります。 

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/miyake/


令和７(2025）年 第 12 週 令和７年 3/17 ～ 3/23

9 週 10 週 11 週 11 週

RSウイルス感染症 0 (0)

咽頭結膜熱 0 (0)

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0 (0)

感染性胃腸炎 0 (0)

水　　　痘 0 (0)

手 足 口 病 0 (0)

伝染性紅斑 0 (0)

突発性発しん 0 (0)

ヘルパンギーナ 0 (0)

流行性耳下腺炎 0 (0)

ＭＣＬＳ（川崎病） 0 (0)

不明発しん症 0 (0)

インフルエンザ 1 (0) 57 (3)
新型コロナウイルス感染症
(COVID-19) 2 (0) 1 (0) 17 (4)

※カッコ内：御蔵島報告数の再掲

 【三宅島出張所管内】 患者報告数推移グラフ

0.01

0.03

2.07

2.71

0.05

0.87

0.22

0.02

0.03

0.54

0.12

2.37

12.59

0.55

東京都
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島しょ保健所三宅出張所管内 感染症発生動向調査

三宅出張所管内　定点把握対象疾患報告数

疾病名
（小児科定点及びインフルエンザ/

COVID-19定点）
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▉インフルエンザ

管内は三宅・御蔵両島の発生数計

都は定点あたり発生数

▉新型コロナウイルス感染症
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※５類感染症は、感染症発生動向調査を通じ皆さまに情報提供をすることにより、

感染症の発生および、まん延・拡大を防止することが目的です。

三宅管内の感染症状況は、落ち着いていますが、陽性者がいないわけではありません。

今後の患者報告数を注視し、油断せず状況に応じて、

部屋の換気・咳エチケット・手洗いの基本的な感染対策を続けてください。


